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対象講義

2

■ICT社会基盤デザイン特論■ICT社会基盤デザイン特論
 SDGｓを念頭に、 種々の社会問題に対する、ICT（Information 

Communication Technology）による解決手法について考えるgy）による解決手法に て考える

 デザイン思考

■受講生■受講生
 システム情報科学府の修士１−２年生

 例年20名程度 例年20名程度

■講義の特徴
 私と、企業の外部講師3名によるハイブリッド講義：変則日程 私と、企業の外部講師3名によるハイブリッド講義：変則日程

 学生たちはグループワーク
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2019年の講義
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■Moodle：出欠＋課題提出■Moodle：出欠＋課題提出

■Slack：
 外部講師とのやり取り 外部講師とのやり取り

 チーム内活動
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2019年の講義風景
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■7グループ■7グル プ

■4つの円卓
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２０１９年のグループワークの進め方
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1 A3の紙シート1. A3の紙シ ト
 グループで書き込み

 スマホでスキャンして提出 スマホでスキャンして提出

2 模造紙と付箋2. 模造紙と付箋
 グループで貼っていき

 スマホでスキャンして提出 スマホでスキャンして提出
● 地面に置いて撮影

オンライン化するとオンライン化すると
この部分が難しい！
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オンラインホワイトボード
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■ https://miro.com/

 複数人同時書き込み可能なデジタルホワイトボード

 通常は結構高い価格

プ 発見 Educationプラン発見
● https://miro.com/education-whiteboard/

● 申請すると２週間くらいで許可もらえました

 ぜひ大学として申請して契約して欲しい！

■ http :// mur l /■ https://www.mural.co/

 Miroの競合

 今調べるとEducationプランが今調 ると ラ が
できているが昨年はなかった
● レスポンスも遅く諦め



77

Miroのデモ
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録画
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■全体俯瞰ができるメリット■全体俯瞰ができるメリット
 講師：

● 多グループの多
状況把握

● 適宜介入

学生 学生：
● 隣のグループ

から学ぶ学

● 進捗の違いが
見え焦り、頑張る
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2020年の講義：まとめ
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■ Moodle：講義資料の配布講義資料 配布

 アクティブラーニング（反転学習）も導入：今回は説明する時間なし

 事前に講義動画を掲載し、当日はグループワークに専念

■ Slack：２０１９年から利用。無料プラン

 外部講師といつでも連絡できるように

 外部講師が各グループの状況を把握するため

 上記がMoodleではできない

グ プ 時 ブ イ ウト 機能■ Zoom：グループワーク時のブレイクアウトルーム機能。

 急遽、個人で有料契約

■ Miro：オンラインホワイトボード■ Miro：オンラインホワイトボード

 コロナ禍でいち早く提供されたEducationプランを申請
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2021年の講義（対面）の予定
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■ Moodle：講義資料の配布講義資料 配布

 アクティブラーニング（反転学習）

■ Slack：２０１９年から利用。無料プラン

 外部講師やグループメンバー内のコミュニケーション

■ Zoom：グループワーク時のブレイクアウトルーム機能。 Teamsを利用
 急遽、個人で有料契約 遠隔参加の外部講師に配信

■ Miro：オンラインホワイトボード

グル プワ ク グループワーク

対面でもデジタルツ ルを活用し 講義のDX対面でもデジタルツールを活用し、講義のDX


